
３．先々月・先月の両園地探鳥会 
①くろんど園地(12月) 雨天中止 

②ほしだ園地（1月）朝から冷え込みの厳しい中、スタートすぐにイソヒヨド
リ・ツグミ・シメ、天野川に出てカワセミ・オシドリ・カルガモ・コガモ
など、平地の私市集落では順調でした。川沿いの山地の遊歩道に入って、ル
リビタキ・ジョウビタキが何度か出てくれたものの、カラ類など小鳥が少な
く（エナガは0羽）、お目当てのハヤブサも観察できない残念な結果、帰りには
突風とともに猛吹雪、そして快晴にという変化の多い一日でした。 

 ４.日本野鳥の会大阪支部からのお知らせ  

①北河内の定例探鳥会（2019年3月度）案内 
春を待ちわびていた鳥たちが、日射しの長さ・明るさを知り動きが活発にな
る季節。水辺ではカモの仲間が北帰行の準備に入り、アトリ・シメなど小鳥
たちも繁殖期の装いに変化しています。 

  曜日  （月日）   場所     集合時間・場所      

第1(土)(3/2)枚方牧野 9:00京阪枚方市駅下車ラポールひらかた前 
   ┗ 3/3（日）は淀川寛平マラソンが開催され、探鳥コースが利用でき
ないため、一日早めて実施する。 
尚、集合場所を枚方市駅近くに変更しているので要注意。 

第２（日）（3/10)  山田池公園 9:30現地公園北入口駐車場 
第３（土）(3/16) 緑の文化園 9:00JR学研都市線四条畷駅東口 

第4(土)(3/23) ほしだ園地 9:30京阪交野線私市駅前  
  ┗（奇数月ほしだ園地・偶数月くろんど園地に変更） 

 ②日本野鳥の会入会時の会費  
会員区分    おおぞら会員    赤い鳥会員    むくどり会員 

(内容)     (本部+支部)       (支部のみ)  (支部・但し1年のみ) 
年会費          7500円       3500円       1000円 
入会金(初年度のみ) 1000円       1000円        ― 
会報 隔月刊(支部) 「むくどり通信」  「むくどり通信」  「むくどり通信」 

       （本部)      「野鳥」         ―         ― 

③ 探鳥会参加費 会員 100 円 非会員 200 円(交野のみの会員も)  
参加費+名簿記入で探鳥会保険に入っています。しかし、 

痛みは保証しないので、怪我をしないように 

皆さんのお宅の周りに小鳥はいますか。 
今冬シーズンは、ツグミ・シロハラなどの小鳥の個体数 

が少ないままで終わりそうです。台風 21 号で木の葉・ 

木の実が吹き飛ばされ、餌が少なくなったためでないか 

との意見も聞きますが、どうでしょうか。2～3 月に回復 

する年が多いので、今年も期待しています。 

府民の森“くろんど園地探鳥会” 
（毎月第４土曜日 両園地通算第230回） 

平成31(2019)年2月23日(土) 9:30～15:00 

日本野鳥の会大阪支部 平軍二(090-6901-1425) 

友田武・神戸徹・斉藤健・近藤輝男 

１．交野の鳥シリーズ(88) トラツグミ 

冬鳥のトラツグミは年によって観察頻度が異なる鳥ですが、今月
の写真は、2月17日交野バード
に小牧綾子氏が公開された 
←トラツグミにしました。 

友田さん集約のフィールド
ノート(交野市の野鳥観察日
数)では、トラツグミの年間観
察日数は下図の通り、最大37
日、最低２日で、平均25日と
なっています。 

トラツグミはタイガースフアンでな
くても観察できるとうれしい鳥、今日
も環さるできればいいのですが。 

地上を歩く姿ではあまり気づきません
が、ツグミ（24㎝）と並ぶと、一回り
大きい（30㎝）ことがわかる。 
頭部から腰までや翼などの体表は、黄褐色で黒い鱗状の斑が密にあ
り、いわゆる虎模様が素晴らしい。体の下面は白っぽく、雌雄同色
である。 

シベリア東南部から中国東北部、朝鮮半島、そして日本（本州、
四国、九州の低山から亜高山帯）で繁殖し、冬季はインド東部から
インドシナ半島、フィリピンなどに渡り越冬している。    

主に丘陵地や低山の広葉樹林に好んで生息するが、林の多い公園
などでは、林床で観察される。今から30年ほど前、トラツグミが多
かった年には、シロハラが好きな林床にトラツグミが進出していた
ことがある。食性は雑食で、雑木林などの地面で、積もる落ち葉な
どをかき分けながら、土中のミミズや昆虫類などを探している。 



年 年

月 10 11 12 1 2 月 10 11 12 1 2

日 27 24 22 26 23 日 27 24 22 26 23
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

226 227 228 229 230 226 227 228 229 230

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339

ｷｼﾞ キジ 5 ﾀｶ ハチクマ 340

ｶﾓ ハクチョウSP 19 ﾀｶ トビ 342

ｶﾓ オシドリ 24 1 1 ﾀｶ ツミ 354

ｶﾓ ヨシガモ 27 ﾀｶ ハイタカ 355 1

ｶﾓ ヒドリガモ 28 ﾀｶ オオタカ 356

ｶﾓ マガモ 30 ﾀｶ サシバ 357

ｶﾓ カルガモ 32 2 7 ﾀｶ ノスリ 358 3

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ｶﾜｾﾐ カワセミ 383 1 5

ｶﾓ コガモ 38 1 5 ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 8 2 4

ｶﾓ ホシハジロ 42 ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393 1

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 1 ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397 1

ﾊﾄ キジバト 74 5 6 4 ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401

ﾊﾄ アオバト 78 ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407 2

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412

ｳ カワウ 127 2 ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ サンコウチョウ 418

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 ﾓｽﾞ モズ 420 1 1 1

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ｶﾗｽ カケス 427

ｻｷﾞ アオサギ 144 1 2 ｶﾗｽ ハシボソガラス 435 1 6

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 11 10 7

ｻｷﾞ コサギ 148 2 ｶﾗｽ キクイタダキ 438

ｸｲﾅ バン 174 ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441

ｸｲﾅ オオバン 175 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 10 6 5

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 1 3 1

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 20 22 75

ｼｷﾞ イソシギ 244 ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 2 3 1

2018 2019 2018 2019

２．今日観察した鳥 
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3/2(土) 古市古墳群(ヨシガモ・ノスリ)   

集合： 9:00 近鉄南大阪線・藤井寺駅南口バス停前 解散：15:00 近鉄南大阪線・古市駅 東側広場 

近鉄南大阪線・阿部野橋駅(ＪＲ/地下鉄天王寺駅すぐ) 8:34 発河内長野行準急乗車、藤井寺駅 8:47 着 

参加費：会員 100 円、非会員 200 円     担当：上村賢（090-8653-9165） 

内容：藤井寺市と羽曳野市にまたがる東西約４km、南北約４kmの範囲に、大小合せて127基の古墳が

確認(2010年末、現存44基)されており、古市古墳群と言われている。日本野鳥の会大阪支部結成

直後（80 年ほど前）に、古市古墳群周辺で探鳥会が開催された記録が残されています。 

年 年

月 10 11 12 1 2 月 10 11 12 1 2

日 27 24 22 26 23 日 27 24 22 26 23
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

226 227 228 229 230 226 227 228 229 230

ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465 イワヒバリカヤクグリ 566

ｴﾅｶﾞ エナガ 466 2 17 ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ568

ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 5 30 14

ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573 2 4

ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574 4 3

ﾑｼｸｲ センダイムシクイ480 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575 2 4

ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 20 10 7 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580 3 4

ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492 ｱﾄﾘ アトリ 586 23

ﾚﾝｼﾞｬｸ キレンジャク 500 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587

ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501 ｱﾄﾘ マヒワ 588

ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592

ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 3 11 ｱﾄﾘ ウソ 599

ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508 ｱﾄﾘ シメ 600 3

ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512 ｱﾄﾘ イカル 602

ﾋﾀｷ トラツグミ 514 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610 2

ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617 1

ﾋﾀｷ シロハラ 521 1 4 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618

ﾋﾀｷ アカハラ 522 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624 2 6

ﾋﾀｷ ツグミ 525 6 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625

ﾋﾀｷ コマドリ 530 ｷｼﾞ コジュケイ 1

ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 3 6 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 3 2

ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 9 2 6 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 8 3

ﾋﾀｷ ノビタキ 542 ハイタカSP 4

ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549 1 　観察種数合計 25 29 31

ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 個体数 147 148 206

ﾋﾀｷ サメビタキ 553 天候 晴 晴
曇後
雪

ﾋﾀｷ コサメビタキ 554 参加者 21 32 14

ﾋﾀｷ キビタキ 558 1

ﾋﾀｷ ムギマキ 559 4

ﾋﾀｷ オオルリ 561

2019 2018 20192018

 

3/6(水)平日・京都御苑＋京都植物園（アオバト・トラツグミ）   

集合： 9:00 京都市営地下鉄・丸太町駅下車 京都御苑 間の町口入口前 

解散：14:30 現地・京都府立植物園の予定    参加費：会員 100 円、非会員 200 円。 

京都植物園入園料 250 円（70 歳以上の方、身分証を持参すると無料） 
担当：松岡三紀夫他 （090-2389-2743） 

内容：古都京都が鳥でにぎわう季節です。2018 年は、御苑でイカル・トラツグミ・ビン

ズイ・アオバト・ルリビタキなどを観察したほか、ヒレンジャクの群れにも出会いま

した。午後からは、植物園まで足を延ばし、冬鳥たちをじっくりと観察します。 
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